
平均保険料負担率と限度額

負担率 限度額

国保 10.3% 99 万円
協会けんぽ 7.5% 75 万円
共済組合 5.9% 55 万円

限度額の世帯数
世帯数

 医療費分 310
 後期高齢者支援分 369
 介護保険分 194

６
月
議
会　

村
椿
議
員
の
質
問

市
営
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

村
椿　

大
曲
１
丁
目

の
市
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
72

戸
中
49

戸

と
空
き
が
多
い
。
若

い
世
帯
が
入
居
で
き

る
よ
う
、
お
風
呂
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市　

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
て
外
壁

塗
装
な
ど
を
し
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム

は
予
定
し
て
い
な
い
。

村
椿　

住
民
の
住
み
替
え
を
し
、
大
規

模
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
べ
き
だ
。
国
の
補

助
は
利
用
で
き
る
の
か
。

市　

今
後
、
築
30

年
を
超
え
る
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
団
地
が
増
え
る
。

補
助
は
可
能
。
今
後
、
調
査
・
研
究
を

す
る
。

単
身
高
齢
者
向
け
の

　
　

市
営
住
宅
を
増
や
せ

村
椿　

市
の
独
居
老
人
世
帯
は
３
４
４
７

世
帯
あ
る
。
単
身
者
向
け
は
何
戸
あ
る

か
。

市　

単
身
者
向
け
は
現
在
４
２
４
戸
（
政

策
空
家
を
除
く
）
あ
る
。
年
15

戸
ほ
ど

募
集
し
抽
選
倍
率
は
約
２
．
５
倍
。
２

人
以
上
世
帯
の
倍
率
は
１
倍
。

村
椿　

今
後
、
戸
建
て
住
宅
は
除
雪
や

手
入
れ
が
大
変
だ
。
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
単
身
者
向
け
の
住
宅

を
増
や
す
べ
き
だ
。

市　

単
身
者
向
け
住
宅
の
退
去
後
は
、

早
期
に
修
繕
を
し
、
公
募
を
す
る
。

避
難
所
の

コ
ロ
ナ
対
策
は

村
椿　

大
雨
、
台
風
に
備
え
る
時
期

で
あ
る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

に
住
む
人
の
数
は
何
人
か
。

市　

警
戒
区
域
132

ヶ
所
に
２
２
４
４

名
、

特

別

警

戒

区

域
104

ヶ

所

に

２
７
４
人
が
住
ん
で
い
る
。

村
椿　

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

市　

避
難
所
の
開
設
は
小
中
学
校
を

考
え
て
い
る
。
身
体
的
距
離
を
あ
け

る
、
熱
が
あ
る
な
ど
感
染
疑
い
の
あ

る
人
は
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

感
染
予
防
対
策
の

資
材
は
マ
ス
ク
、

消
毒
薬
、
非
接
触

型
体
温
計
な
ど
を

準
備
し
て
い
る
。

市営住宅の入居状況

全体
戸数

入居
戸数

空き
戸数

高齢
者用

募集
戸数

（年間）

抽選
倍率

単身
世帯 522 396 126(  98) 126 15 2.5

2 人以上
世帯 356 312 44(   0） 7 16

1.0
3 人以上

世帯 881 604 277(152) 14

計 1759 1312 447(250) 133

　空き戸数の内、（）は建替計画など政策空家。他に老朽住戸、

入退去に伴う空きがある。

松
浦
議
員
の
質
問

国
費
負
担
を
増
や
し
、
保
険
料
の
軽
減
を
！

松
浦
　
国
保
料
の
賦
課

限
度
額
は
99

万
円
と
、

昨
年
に
続
き
今
年
も
引

き
上
げ
ら
れ
た
が
、
協

会
け
ん
ぽ
や
共
済
組
合

と
比
較
し
た
場
合
の
違

い
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
制
度
に
違
い
が
あ
り
、

単
純
に
は
比
較
で
き
な
い

が
、
平
成
29

年
度
の
一
人

当
た
り
の
平
均
保
険
料
負

担
率
は
、
表
の
と
お
り
。

　

保
険
料
負
担
率
か
ら
同

額
の
所
得
に
お
け
る
保
険

料
を
推
計
す
る
限
度
額
は

表
の
と
お
り
と
な
る
。

松
浦
　
国
保
料
が
他
の
保
険
制
度
と
比
べ
て
、

事
業
主
の
負
担
が
な
い
た
め
負
担
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
る
。
国
の
制
度
に
ふ
さ
わ
し
い

負
担
が
あ
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
。

市
　
国
保
で
は
公
費
で
医
療
給
付
費
等
に
対

し
50

％
、
保
険
料
軽
減
等
に
対
し
約
10

％

の
合
計
60

％
が
負
担
さ
れ
て
お
り
、
医
療
給

付
費
等
に
対
す
る
保
険
料
負
担
の
割
合
と
し

て
、
約
40

％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

松
浦
　
賦
課
限
度
額
を
超
え
る
所
得

層
に
も
違
い
が
あ
る
と
思
う
。
所
得
別

で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
　
世
帯
の
人
数
や
資
産
割
の
有
無
に

よ
り
異
な
る
が
、
表
の
と
お
り
と
見
込

ん
で
い
る
。

松
浦
　
高
す
ぎ
る
保
険
料
に
つ
い
て
、

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
等
の
地

方
団
体
が
国
に
対
し
て
、
今
の
国
保

制
度
に
は

「
被
保
険
者
の
所
得
水
準

が
低
く
、
保
険
料
の
負
担
が
高
い
」

と
い
う
構
造
問
題
が
あ
る
。
国
に
よ

る
１
兆
円
規
模
の
負
担
を
求
め
て
い
る

が
見
解
を
。

市
　
全
国
市
長
会
で
も

「
財
政
支
援

の
継
続
・
拡
充
、
国
庫
負
担
割
合
の

引
上
げ
や
低
所
得
者
層
に
対
す
る
負

担
軽
減
な
ど
」
を
要
望
し
て
い
る
。

均
等
割
の
見
直
し
を
！

松
浦
　
国
保
料
の
中
に
均
等
割
り
が

あ
る
。
収
入
の
全
く
な
い
子
ど
も
に

対
し
て
も
一
人
当
た
り
２
７
５
０
０
円

が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
子

ど
も
に
は
せ
め
て
５
割
軽
減
な
ど
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
子
ど
も
の
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
国
が
制
度
と
し
て
整
備
す
る

べ
き
で
あ
る
。
全
国
市
長
会
で
も
「子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
を
軽

減
す
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※
引
き
続
き
、
均
等
割
に

つ
い
て
見
直
し
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

限
度
額
の
世
帯
数
は

国
保
負
担
は
重
す
ぎ
る

6
月
議
会　

6
月
３
日
～
23
日

　
　

日本共産党議員団
団長　松浦敏司　　幹事長　村椿敏章
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経
過　

空
き
の
多
い
市
営
住
宅
は
、
共
益
費
や

除
雪
な
ど
入
居
者
の
負
担
が
大
き
い
。
大
曲
は

築
30

年
超
え
、
耐
用
年
数
は
30

年
以
上
あ
る
。



議会の同意

　

特
別
委
員
会
で
は

　

志
誠
会
や
公
明
ク
ラ
ブ

は
、
金
市
館
跡
地
周
辺
が

良
い
と
の
見
解
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団

は
、
災
害
対
応
を
考
え
て

高
台
地
区
が
良
い
。
５
つ
の

候
補
地
以
外
だ
が
市
営
球

場
が
適
し
て
い
る
と
の
見

解
。

　

民
主
市
民
ネ
ッ
ト
は
結

論
は
出
て
い
な
い
と
し
、

山
田
委
員
は
土
地
を
買
う

な
ら
、
金
市
館
跡
地
以
外

の
場
所
も
検
討
し
て
も
良

い
の
で
は
。　

川
原
田
委
員

は
、
人
口
減
少
や
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
、
見

通
し
が
で
き
る
ま
で
、
Ａ

Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
分
散

型
が
良
い
と
の
見
解
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

当初市が
示した案

Ａ案 Ｂ案

875.00㎡ 1165.00㎡

　

特
別
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
国
の
財
政
悪
化
に
よ
る
交
付
金
の

変
更
や
市
の
財
政
悪
化
が
心
配
さ
れ
る
。
建
設
費
49

億
円
以
外
の

外
構
や
備
品
経
費
に
つ
い
て
示
せ
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
は
場
所
が
決
ま
ら
な
い
と
額
は
示
せ
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
建

設
費
以
外
の
経
費
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

56
台
あ
る
公
用
車
駐
車
場
は
今
の
場
所
を
使
う
と
言
い
ま
す
が

４
０
０
ｍ
も
離
れ
て
お
り
、
職
員
の
負
担
は
大
変
で
す
。
駐
車
場
の
確

保
は
ど
う
す
る
の
か
不
明
で
す
。

　

答
申
は
、
金
市
館
跡
地
周
辺
の
民
間
の

土
地
を
購
入
す
る
Ｂ
案
と
し
て
ま
す
。

　

市
議
会
に
設
置
し
た
新
庁
舎
建
設
特
別

委
員
会

（
特
別
委
員
会
）
が
、
７
月
２
日
、

15

日
と
開
か
れ
、
答
申
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
案
は
、
当
初
市
が
市

民
に
説
明
し
て
き
た

「
土
地
や
建
物
の
買

収
は
行
わ
な
い
」
と
し
て
き
た
基
本
的
な

考
え
方
を

「
土
地
を
買
収
す
る
」
案
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
の
中
か
ら
は
、「
Ｂ
案
は
大
き
な

変
更
。
市
民
に
説
明
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
市
は
７
月
６
日
か
ら

「
ま
ち

づ
く
り
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

答申は
されても

当
初　

土
地
や
建
物
は
買
わ
な
い

市
議
の

考
え
を
見
る
と

が　無ければ

 決まらない！

市のホームページ

市民の声

財
政
は
大
丈
夫
？　
　

建
設
費

49
億
円
以
外
に
も
経
費
が
か
か
る

市
は
示
さ
ず
、
答
え
る
べ
き
！
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生活相談・なんでも相談お受けしています

お気軽に上記の両議員か、４３－４４５８か、メール kyosanto@bz04.plala.or.jpへお寄せください。
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「津波災害を考
え高い場所を」
「水場から遠く
に」

　網走市委員会の
ホームページになり
ます。ご意見などを
お寄せください。

断
念
す
る
ま
で

　
　
　
　
　

引
き
続
き

　

市
の
教
育
委
員
会
は
、
今
年
１

月
か
ら
給
食
調
理
の
民
間
委
託
を

市
民
や
議
会
に
説
明
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
民
の
反
対
や
検

討
す
べ
き
の
声
が
上
が
り
、
当
初

予
算
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
か
ら
説
明
会
が
開
催
で
き

ず
、
来
年
度
か
ら
の
委
託
実
施
は

見
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
は

委
託
を
断
念
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

請
願
者
で
あ
る
ニ
コ
ニ
コ
ア
バ
シ
リ

ゴ
ハ
ン
の
佐
々
木
愛
美
さ
ん
は
審
査
に

当
た
り
、「
学
校
給
食
の
大
き
な
変
更
に

つ
い
て
は
市
民
公
募
の
委
員
を
含
め
た

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と

趣
旨
を
説
明
し
、
委
員
全
員
に
採
択
を

求
め
ま
し
た
。

　

志
誠
会
は
市
議
が
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。
今
あ
る
運

営
委
員
会
の
運
用
を
求
め
、
新
た
な
検

討
委
員
会
を
作
る
こ
と
に
賛
同
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
賀
議
員
は
こ
の
請
願
は
市
民
が
協

働
を
求
め
た
請
願
、
給
食
を
通
じ
て
お

い
し
い
ま
ち
網
走
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

も
の
だ
。
こ
の
請
願
が
採
択
さ
れ
な
け

れ
ば
、
文
教
民
生
員
会
で
調
査
な
り
、

公
聴
会
な
り
検
討
す
る
場
を
設
置
す
べ

き
と
、
委
員
長
に
求
め
ま
し
た
。
永
本

委
員
長
は
設
置
し
た
方
が
良
い
と
言
い

ま
し
た
が
、
志
誠
会
は
持
ち
帰
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
署
名
や
市
民
の
声
を
集

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

６
月
末
、
「
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
策
定
検
討
委
員
会
」
が
基

本
構
想
を
市
に
答
申
し
ま
し
た
。

「
新
庁
舎
は
金
市
館
跡
地
周
辺
に

決
ま
っ
た
」
よ
う
に
、
市
民
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
答
申
は
さ
れ
て
も
、

位
置
は
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議
会
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
で
は
、
「
市

の
財
政
悪
化
が
心
配
」
「
網
走
高
校
の
活
用

を
何
故
し
な
か
っ
た
」
「
大
雨
や
津
波
を
考

え
て
高
台
に
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

「高層の庁舎は
維持費や利便性
でどうなのか」

「防災の
観点や居
住人数を
考えて」

学
校
給
食
民
間
委
託

　

給
食
調
理
員
の
不
足
が
委
託
す
る
理
由
と
言

い
ま
す
が
、
委
託
で
人
が
確
保
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
な
ん
で
も
委
託
し
て
効
率
優
先
で

は
な
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
、
活
用
す
れ

ば
、
網
走
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
お
い
し
い
！
」
の
声
を
無

く
さ
な
い
よ
う
、
断
念
す
る
ま
で
、
引
き
続
き

頑
張
り
ま
す
。

「
地
方
公
共
団
体
は
、
事
務
所
の
位
置
を

変
更
す
る
場
合
、
条
例
で
定
め
る
」、「
条

例
は
、
議
会
に
お
い
て
出
席
議
員
の
３

分
の
２
以
上
の
同
意
が
必
要
」
（
地
方
自

治
法
第
４
条
）
11
名
以
上
の
議
員
の
同

意
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
約
７
０
０
通
の
回

答
。　

自
由
記
述
の
項

目
で
は
建
設
地
に
つ
い
て

が
最
も
多
く
、
55

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

「商店街
のために
金市館が
良い」

「金市館ビル跡地を決
めたプロセスは？」

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

　
　

疑
問
の

声


